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津波は第2防潮堤を破壊し
宅地へと流れ込み、第一堤防
を越え壊滅的被害を与えた。

津波は第2防潮堤を破壊し
宅地へと流れ込み、第一堤防
を越え壊滅的被害を与えた。

死者・行方不明者

津 波 高

マグニチュード

発 生 日

田老地区被災歴概要

1896年
６月15日

1933年
3月3日

2011年
3月3日

明治
三陸地震

昭和
三陸地震

東日本
大震災

8.2 8.1 9.0

１５ｍ １0ｍ ２0ｍ

1,859人 911人 187人

Ｘ型大堤防の概要
工期(年度)　　全長
1934~57年度 1,350ｍ

1962~65年度     582ｍ

1973~78年度     501ｍ
＊高さはすべて10ｍ
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※Ｈ23.8.22 中日新聞、宮古市ＨＰを引用し、現地調査情報をもとに作成

田老
魚市場

■人口推移
1889 年　四村合併　　   人口 3,615 人
1944 年　田老町誕生       人口 11,227 人
2005 年　宮古市合併       人口 4,574 人
                                                   　（田老地区）
2010 年　被災前 (10/1)   人口 4,462 人
2013 年　被災後 (6/1)     人口 3,553 人
　　　　　　　　（被災前より▲909 人）

自力再建を支える「小さな堤」

■都会や他の地域の人たちをあたたかく迎え入れるまちの構造

Ｓ＝1：5000

花畑

早くすみ始めるための共有・可変の仕組み みんなで作る大きな家・・・ 戸建住宅群を一建物として整備 次世代に住みつなぐためのまちづくり組織へ
■コミュニティマネジメントの仕組み 

経済人口増加/維持・定住人口増加

住民の
意向

建築協定
（位置・用途・形態・意匠
・構造などを規制）

住宅団地の管理
＜住宅＞

漁港施設の管理運営
水産加工・流通・販売

＜産業＞

まち興し
中心市街地
活性化
＜商業＞

子供会
PTA 町会

自治会
NPO
ボランティア

サークル

TMO
老人会

管理組合
隣近所

消防団

商店会

まちのあらゆるコミュニティの主体

住宅団地
管理組合

住民
（組合員）

田老結 構成員

＋
漁協・農協
商店街等の
施設管理 住民

各団体

＋
特産物の
ネット販売
（サイト運営・
ブランディング
・出資募集） 住民

各団体

小口投資家
（田老ファン）

＋
コミュニティ
マネジメント
（イベント・生活
サービス・観光
施設設置など） 住民

小口投資家
各団体

行政
金融機関

「田老結」が目指す
シナリオ

■「田老結」による住宅再建の仕組み

土地共有による新しいまち
「田老結」による地域のつながり

ゆい

ゆい

「田老結」により生まれたコミュニティが作り出す、新しい漁村像

10年後

30年後

1年後
ゆい

■海との関係を大切にしたまちづくり

坂でつながる海とまち
■個人住宅での生活を補完する豊かな共用の場

つつみ

■小さな堤の様々な仕組み

■住宅につながるみんなの坂

住宅を補完する機能が集まる「みんなの坂」

逃げるだけの坂ではなく、人が集まり海と向きあい、共に生きる坂

自然の地形を生かす「小さな堤」

朝、やさしい家の光が漁師を迎える

■自然地形を生かした居住地計画

■人が行き交い、留まる、みんなの坂

「田老結」
ゆい

ゆい

「田老結」の役割　＝　まちの自治・運営の核
ゆい

「田老結」が
まち全体にかかわっていく

ゆい

「田老結」による借地

一団地認定
（建築協定条例を包括
承認基準のように扱う）

ゆい

海・山・まちを望む
住宅群

海・山・まちを望む
住宅群

みんなの坂
（主動線・共用施設）

海・山・まちを望む
住宅群

芝桜ライン　20m
（3.11 浸水境界を継承）

漁港

海・山・まちを望む
住宅群

みんなの坂
（主動線・共用施設）

※青点線、青文字は　     増築部分を示す

『水平支持力・基礎・床』
の一部として
小さな擁壁を活用

水平・垂直方向へ
増築可能

土間は増築の際、
階段スペース 兼
倉庫に

垂直方向へ
増築可能
上部ロフト

小さな堤の中の
共用インフラ

景観に配慮した
伐採材再利用の壁

容易に維持管理や
取出し可能な共用
インフラ

増築可能

『水平支持力・基礎・床』
の一部として
小さな擁壁を活用

つつみ

■小さく建ててみんなで育てる、最小限の自力再建
　住宅（コアハウス）

増築可能スペース

平面図　Ｓ＝1：200平面図　Ｓ＝1：200

断面図　Ｓ＝1：200

大きな堤防で守るまちから、小さな堤が自然を守り、人の暮らしをつなぐまち

主動線の坂に共用施設がある
斜面地住宅海のなりわいと暮らしをつなぐ「みんなの坂」

　　　　

地域の団結力から生まれる、コミュニティ組合「田老結」
ゆい

経済人口増加

定住人口減少

大きな堤防だけでない、自助共助の伝統

大きなお風呂 共同漁業作業場 高齢者住宅とゲストハウス 小型モノレール

タウンキッチンおすそわけ市場

「小さな堤」によるエネルギースマートシステム

■「小さな堤」でつながる
　共用インフラ・エネルギー

つつみ

「小さな堤」
つつみ

一般戸建住宅 コアハウス

高齢者住宅・ゲストハウス公営住宅

みんなの坂

みんなの坂から海を望む

計画地の概要・被災状況 地元の声 (現地ヒアリング +市アンケート調査 )計画対象地の特定 計画に配慮した調査・分析のポイント
地
元
の
声

土地の共有化による個々の資金負担の軽減からコミュニティマネジメントまでを担う組合

戸建住宅群を一建物とした
まちづくりとファイナンス

ゆい

住宅再建を助け合う新しい仕組み「田老結」

擁壁を利用した
インフラ・住宅整備「小さな堤」が支える自力再建の住まい

つつみ

つつみ

つつみ

海が見えない高台移転
港と住まいの分断

後継者不足
高齢化

早く 安く
安心して住みたい

「田老結」 ～海と向きあい、住みつなぐまち
ゆい

10m

20m

20m

30m

30m

30m

30m

40m

40m

40m40m

45m
50m

60m

60m

70m

80m50m

提案のコンセプト現状の課題 田老では、これまで自然から自分たちを守ってくれる｢大きな堤防」をみんなの誇りにしてきた。
これからは、海を望み、自然を生かしたまちを、みんなでつくりあげていくための、「小さな堤」も誇りとしていく。
避難の象徴であった坂は、「みんなの坂」として、生活の基盤となり、住宅機能の延長の場、人の集まる場となり、
「田老結」という仕組みが、個人所有と共同所有そのものを、生活や幸せの概念の根本から見直していく。

そして、まちそのものが大きな家のように、次の世代に住みつながれていく。

ゆい

つつみ

海のなりわいと暮らしを
つなぐ「みんなの坂」

ゆい
住宅再建を助け合う
新しい仕組み「田老結」

「小さな堤」が支える
自力再建の住まい

つつみ

  計画対象地の概要

U709038
清水建設ロゴ
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